
国

月

１

中
井
之
夫
さ
ん
〈
脈
綴
溌
餓
講
撫
峨
〉

盛
り
あ
が
る

兵
庫
の
ま
つ
り

「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

ひ
ょ
う
ご
籾
」

櫓
…

ノ

,１

鐙
，
？
。

＆

今
年
か
ら
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康

福
祉
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
い
っ
ぱ
い
の

兵
庫
の
ま
つ
り
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
が
、

兵
庫
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
数
は
、
全
部
で
約

二
百
。す

で
に
各
地
域
で
は
、
六
月
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
、
健
康
、
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
八
月
中
は
特
に
イ
ベ
ン
ト

が
集
中
し
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

さ
て
、
九
月
末
か
ら
は
文
化
イ
ベ
ン
ト

が
仲
間
入
り
し
、
開
会
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
五

十
六
の
全
県
事
業
が
次
々
と
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま

す
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
「
丹
波
年
輪

の
里
全
国
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
公
募
展
」
「
創

作
芸
術
へ
の
誘
い
」
、
「
日
本
民
謡
フ
エ
ス

テ
イ
バ
ル
」
「
新
し
い
童
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」

な
ど
、
ス
ポ
！
シ
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
テ
ニ

ス
」
「
ペ
タ
ン
ク
」
「
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
ほ

か
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
ふ
れ
あ
い
健

康
フ
エ
ア
」
「
す
こ
や
か
食
生
活
フ
エ
ア
」
、

驚鴬

ﾉヲ
②

’
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蕊

？

／

、

畠
〆少

☆ミ
文イ

健康翁ﾈ 畠祉 画

少
屯

t o

凶

． iM麓
巳

ズポ砦ツ沙。

福
祉
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
健
康
福
祉
セ
ミ
ナ

ー
」
「
芸
術
発
表
会
」
「
囲
碁
大
会
」
「
将
棋
大

会
」
な
ど
、
十
月
末
ま
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
ズ
ラ
リ
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
た
り
、
創
作
を
競
っ
た
り
、
参

加
す
る
人
、
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
心
ふ

れ
あ
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
も
、
こ
の
祭
典
の

特
徴
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
ふ
れ

あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
」
と
事
務
総
長
の
中
井
さ
ん
。

公
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
祭
典

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
ら
し
く
、
ハ
ー
ト
と
躍
動
的
な
人
び
と

を
表
現
し
た
赤
い
マ
ー
ク
で
す
。

祭
典
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
年
齢
を
こ
え

た
交
流
、
思
い
が
け
な
い
出
会
い
、
と
も

に
か
く
さ
わ
や
か
な
汗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
感
動
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
秋
か

ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
網
羅
し
た
ガ
イ
ド
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
１
１

「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局
」

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
６
１
１
１
兵
庫
県
生
田

庁
舎
６
Ｆ
ａ
○
七
八
三
六
一
八
六
一
○

「
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
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卜＞の, 幡題蝿I I T . ' 辰よりイ弓ドJ 1 1 中、文野さん鐙ン･ リド

●

古
〃
シ
僻
心

，
卜
リ
ー
，
卜

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
（
難
器
）

壱
一
の
〃
千
丁
当
て
〃
。

田
中
光
顕
一
指
順
哩
す
．

一
Ｖ
〈
野
『
マ
、
ソ
而
蝿
雑
獅
‐
一
木
下
新
聞
に
田
中
指
圧
診
療
所
の
チ

●
木
下
佳
通
代
一
ァ
‐
チ
ス
ト
ー
ラ
シ
が
入
っ
て
い
て
、
す
ぐ
行
っ
た
の

（
笑
）
先
生
が
若
く
て
ハ
ン
サ
ム
で
一
生

田
中
〃
ウ
ッ
ド
・
ト
リ
ー
ト
〃
（
言
○
○
口
懸
命
で
、
凄
く
気
に
い
り
ま
し
た
（
笑
）

目
困
ロ
ア
コ
と
い
う
の
は
〃
手
当
て
“
と
い
マ
リ
私
は
木
下
先
生
の
絵
の
弟
子
で

う
意
味
な
ん
で
す
。
僕
は
〃
手
当
て
″
し
て
、
先
生
を
紹
介
し
て
頂
い
て
。

と
い
う
言
葉
が
好
き
で
、
指
圧
の
治
療

モ
デ
ル
業
は
、
高
い
ヒ
ー
ル
で
ス
テ

も
、
手
を
当
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
し
－
ジ
を
何
分
間
か
緊
張
し
て
歩
く
の
と
、

西
洋
医
学
も
、
東
洋
医
学
も
〃
手
当
て
〃
荷
物
が
、
メ
イ
ク
の
道
具
、
靴
、
ア
ク

の
発
展
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
揃
い
と
セ
サ
リ
ー
な
ど
結
榊
重
く
て
肉
体
労
働

こ
ろ
が
あ
れ
ば
手
を
当
て
る
で
し
ょ
う
。
で
背
中
が
こ
る
ん
で
す
。
休
み
の
日
に

小
学
校
の
頃
胃
弱
で
朝
ま
で
母
が
手
で
な
る
と
「
田
中
先
生
お
願
い
し
ま
’
す
」

さ
す
っ
て
く
れ
た
記
憶
が
鮮
明
な
ん
で
（
笑
）

目
ご
』
秀
ｍ
Ｑ
き
畠

？

田いをしね木す単トの自ら悪ちいを田
中と判て・下 ･ で〃に分れくにう当中
こらぃ昔旅のとでるな脳のて

予ろなまは一行発い気。つ者はる頭
約へいし家人で想う軽こて様愛でが
の手とた族でｔｊなこにりしが情し痛
電が、もで使飛んと手きまいそよい

維蝿縄腰力 : 純子§い舟
声きの ･ だのの。ウ出いかしの手腹
をま揃自りが中こツ来うらやでをカゼ
間せみ分叩いでれドれち治るす当痛
いんのがいい使な卜ばに療のねてぃ
たよか痛たでえらりい家には。ると
だ ･ ゆみりすま楠｜いでこ、うと手

産平子みざチは田の卜つマいそん手は部，，ほ田木い５０１こで田ぃ今しマたるけ
測馴，ｋ調中パリとりるうで当あこ分ウど中下。灘7 6 中での‘リ篇かでジｌパとですてりれ的ツこょ・※……トッ･ 蓋サ．‘※……雛無塗黙･ る端う ･ で、ぃマ〃ク化いがマすせすこ，方んや

i i 灘鞭識熱鮮織織こでに顔明香でででを粧人、ツるんべと卜がなＩ

生し人うづ考も幸る〃る感入全切ですいのすはすして毎デ卜なお・独度
鼎悪' ﾐ ﾘ ＃’晶；’崎製謹潔鶴力i X 壇費す日イスなやの。、ま週ザレくし特凝
の庭、歯を、ゆでルドちすし容思つけではこ間がが１冊ナもるれ柚て
財の親をめナ < ：。ク。よれてもうとです、のが 若、日Ｉ多・もれい０

緬
細
釧
錦
泥
齢
噸
所

■
只
今
〃
ウ
ッ
ド
・
ト
リ
ー
ト
〃
の
代
理
店
募
集
中

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
｛
聞
手
通
四
丁
目
十
八
ノ
三

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
｛
田
手
一
Ｆ
’
○
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
八
）
’
一
四
一
一
’
三
七
三
四

島
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、／ 巻.／

＝則

肩 訓職
旬

臣．

、

特許・愈匠登録・商標登録出願済
発売元ＴＡＮＡＫＡ

垂０７８－２４２一３１７３４

川
【

糞§雲●■

肩こう7：
、ノ

平私
曲■ 録

ノ

？

ＢＥＳＴ／

肩こり仕事を笑顔で人の倍こなせる彼女
そのわけは“ウッドトリート”だったのです。

. ，噂Ｌ

' Ｖ背､

一
一

｡ ・・・と彼女は言います。
木でできてるからナチュラルフィーリング

デンキもデンチもいらなくて
かたちもとってもシンフンI ，
いつでもどこでも簡単に
一人で指圧出来るから･

▲

I ＳＴＨＥ

指圧代用具ウッドトリート
ＷＶＵ四 、 一|’ 画

■
宮
』 円Ⅱ
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一
」

》
」着

農農

ｌ
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株式会社シャルレ

〒6 5 O神戸市中央区港島中町7丁目7番1号T E L O 7 8 ( 3 0 2 ) 7 1 7 1㈹

ド符についてのご柵縦､ ご質問にはアドバイザーがお応えします。
全国どこからでもお気椛にお噛活でどうぞ。

お客様相談室専用電話
フリーダイヤル函０１２０( １１）４８６０

( お電話のご利用時間１０：００～１２：３０１３：３０～1 6 ～0 0 ）
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坪
ｒ
ｒ

、

恥睡碗嘩閉館'扇年記念K･唾黒敦の蓑鯛罵，ﾕFﾜ ﾛ ﾉ謹

未公開作品にみる
Ⅱ唖〕！

線と色彩のソナタ 厚

良平の世界

上

９月2 9日園- 1 1月8日困
隠開館時間ＡＭ１０：００～ＰＭ６：００会期中無休
亘観覧料一般3 0 0 円( 前売2 5 0 円) ･ 高校生以下1 0 0 円( 前売8 0 円）
園主催ギャラリーW h i t e H o u s e
耐後援ＮＨＫ神戸放送局

砺蝿懲喧| 日ｱ ﾒ ﾘ ｶ 領事館官舎神戸市指定( 到りf 的建造物

マントの外国婦人( 1 9 8 0 年）

神戸｡ 北野
〈ラインの館更賎）

|Ｉ 荘お問い合わせ●神戸市中央区北野町2 丁目9 - 6
盃0 7 8 - 2 5 1 - 0 5 8 1

運営●神戸地下街株式会社
則神戸市民文化振興財団
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嶋田勝次
神戸大学工学部教授

、

街づく ﾚノ <９〉

神戸堪和台街並イメージスケッチ／古田推弘 ノ

公
衆
浴
場
の

復
活
は
な
い
の
か
？

街
の
中
に
あ
っ
た
公
衆
浴
場
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
毎
日
夜
に
な
れ
ば
、
夫
婦
や
家

中
で
通
っ
た
風
呂
屋
は
、
広
々
と
し
た
脱
衣
場
で
あ

り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
湯
船
で
あ
っ
た
。
近
所
の
人
々

と
の
だ
ん
ら
ん
の
場
で
あ
っ
た
し
、
子
供
同
士
の
遊

び
の
つ
づ
き
が
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
脱
衣

場
の
天
井
に
は
大
き
な
扇
風
機
が
ま
わ
っ
て
い
た
し
、

壁
に
は
沢
山
の
映
画
の
広
告
の
看
板
が
か
か
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

広
い
浴
場
で
の
裸
の
つ
き
あ
い
に
は
、
の
ん
び
り

し
た
気
分
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
し
、
老
若
の
つ
な
が

り
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
は
、
ど
う
し
た
ら
復
活
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

各
戸
の
家
の
中
の
浴
室
が
完
備
さ
れ
て
来
て
、
み

ん
な
の
街
の
共
同
の
空
間
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

ど
う
し
た
ら
新
し
く
生
み
出
せ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
行
く
の
は
、
た
と

え
ば
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
も
の
が
そ
の
ひ
と
つ
と

な
る
だ
ろ
う
か
。
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／

家づ〈リ
日
本
の
住
宅
の
中
の
浴
室
は
、
諸
外
国
と
は
全
く

異
な
る
認
識
と
と
も
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
外

国
で
は
体
の
汚
れ
を
洗
っ
て
衛
生
的
に
す
る
こ
と
が

主
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
そ
こ
で

は
ゆ
っ
く
り
と
湯
に
入
っ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
考
え
て
い
る
の
が
原
点
に

は
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
か
レ

ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
人
に

よ
っ
て
、
家
に
よ
っ
て
、
計
画
の
内
容
も
変
わ
っ
て

来
て
い
る
。

昔
の
能
率
中
心
の
五
衛
門
風
呂
か
ら
桧
や
槙
の
木

製
風
呂
、
タ
イ
ル
張
り
の
固
定
風
呂
な
ど
、
沢
山
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
は
、
趣
味
を
生
か
せ
る
と
こ
ろ
が
い

く
ら
も
出
て
来
て
い
る
。

そ
れ
は
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
住
宅
全
体
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
課
題
に
ま
で
発

展
し
て
来
る
。
浴
室
を
中
庭
に
面
し
て
戸
外
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
と
か
、
う
ま
く
屋
上
に
設
け
て
、
子

供
時
代
の
行
水
の
再
現
を
は
か
る
と
い
う
よ
う
に
小

さ
な
密
室
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

ザロも

浴
室
に
昔
か
ら
の
認
識
を
／
、

家

■⑨
夢にｶﾀﾁ空lNlにし､のち

SllIS[lWA
野署雪

、

Ｌ

祈足和の｢クオリス｣ (新御堂みのおハウジングガーデン）

新星和不動産
盃

神戸支店
〒6 5 1 - 1 1 神戸市北区鳴子2丁目1 7 番２
念078(593)7D72FAXO78(591)8985
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霧

ﾃ ﾝ ﾀ ﾞ ﾘ ｰ
忘れられない､ あなたと私の出会った瞬間。

いくつもの夜を越えて､ いくつもの星をかぞえたあの日々・
今タツイアモンドの輝きが私を決心させました｡ あなたのところへ行きます６

H A K U H ●D ●
白賓堂

米国宝石学会鑑定窪別士( ＧＩ, A ･ G . G ･ } 大野忘代他2 名

●六甲店壷078 ( 8 8 1 ) 6 0 0 0●カーラ(婦人服とジｭｴﾘ ｰ )壷07 8 ( 8 4 3 ) 4 1 0 0●ﾗポﾉﾚ ﾃ芦屋店冠079 7 ( 2 2 ) 8 8 0 0
☆1 0 月､ 六甲店ではプﾗ ｲ ダﾙ ﾌ ｪ ｱ を開催しますも毎週土･ 日はサービスデｲ ｡ 休日なしでお二人のお越しをお待ちじていま夷
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９

満
加
周
年

ユ
ー
ス
ト
ン
皿
な
ど
、
今
や
三

議
一
撫
一

ウ
ベ
ピ
ル
（
中
央
区
三
宮
町
２

丁
目
）
が
、
周
年
を
迎
え
た
。

同
ビ
ル
の
代
表
取
締
役
で
あ

振
り
返
っ
て
「
古
く
か
ら
あ
っ

た
お
店
が
少
な
く
な
っ
て
、
新

し
い
、
特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関

で
も
、
ま
だ
ま
だ
神
戸
の
老
舗

は
廃
れ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
生
粋

の
神
戸
っ
子
ら
し
く
語
る
。
仕

事
以
外
の
時
間
は
、
書
道
な
ど

の
お
稽
古
や
ス
ポ
ー
ツ
（
特
に

ゴ
ル
フ
）
で
忙
し
い
毎
日
を
送

る
千
島
さ
ん
。

三
宮
の
再
開
発
に
深
く
寄
与

し
た
グ
レ
ー
ス
コ
ウ
ベ
ピ
ル
を

守
る
彼
女
は
、
頼
も
し
い
神
戸

の
新
会
長
が
決
定

縄
溌

プ
ラ
イ
ン
的
世
話
役
を
務
め

る
。
早
速
、
８
月
末
に
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
の
〃
演
劇
祭
〃
が
、
９

月
に
は
〃
音
楽
祭
“
と
〃
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〃

「
何
か
を
し
た
い
と
願
う
人

が
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
、
こ
の
街
（
オ
ー

。
ｃ
か
ら
外
へ
と
飛
び
だ
す
力

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
語

る
西
村
さ
ん
。
来
年
の
第
２
回

目
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

☆
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
神
戸
っ
子

今
年
６
月
か
ら
兵
度
県
全
域

で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
の
祭
典
」
。
そ
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
が
こ
の
程
決
ま
り
、
神
戸

議
帰
難

情
熱
、
兵
庫
を
歌
い
上
げ
た
ア

ら
ぬ
力
を
注
ぎ
、
全
国
的
な
ヒ

ッ
ト
に
さ
せ
た
い
と
意
気
込
ん

広
告
社
社
長
の
瀬
戸
貞
子
さ
ん

が
就
任
し
た
。

神
戸
は
日
本
で
４
番
目
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
、
今
年
は

認
証
満
加
周
年
を
迎
え
、
ｎ
月

”
日
（
月
）
に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ァ
ホ
テ
ル
に
て
、
記
念
式
典
及

び
祝
宴
を
行
な
う
。

ま
た
今
回
の
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク

神
戸
大
会
に
は
、
ト
ン
ガ
、
ナ

ウ
ル
両
国
の
選
手
団
に
支
援
金

滞
日
期
間
中
に
同
選
手
団
を
歓

「
県
下
廻
ク
ラ
ブ
の
中
で
最

灘
媛
》

即
し
た
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活

動
を
中
心
に
、
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
瀬
戸
さ
ん
は

新
会
長
と
し
て
の
抱
負
を
語
っ

今
年
、
１
月
に
地
方
発
の
文

化
創
造
を
願
い
、
神
戸
の
街
か

ら
産
み
出
さ
れ
る
ア
ー
ト
の
芽

を
伸
ば
す
為
に
〃
神
戸
ア
ー
チ

ス
ト
委
員
会
〃
が
結
成
さ
れ
た
。

慧
難
評
議
認

を
発
足
さ
せ
、
同
社
の
営
業
企

画
部
の
西
村
穂
積
さ
ん
が
、
ア

や

ｏｊ７ｂｅ
ＢｆＧａｋ

い
曲
を
歌
え
て
幸
わ
せ
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
口
ず

さ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
、
こ
の
曲
が
４
作

こ
れ
か
ら
「
祭
典
」
の
各
会

場
で
頻
繁
に
流
さ
れ
る
の
で
、

き
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
え
る
曲

☆
ア
フ
リ
カ
の
現
状
を
報
告

今
年
で
釦
周
年
を
迎
え
る
神

戸
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
委
員
会
が

５
年
前
か
ら
援
助
献
金
を
し
て

蕊
嬢

志
青
年
委
員
３
名
を
９
月
”
日

か
ら
狸
日
間
派
遣
す
る
。

把
握
す
る
に
は
実
際
に
視
察
す

る
の
が
一
番
と
考
え
、
又
市
民

に
広
く
報
告
し
彼
ら
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
た

「
日
本
は
物
質
的
に
は
非
常

じ
地
球
上
に
飢
え
に
苦
し
む
ア

フ
リ
カ
難
民
も
い
る
。
存
在
を

識
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
幸

な
こ
と
で
す
。
自
分
達
の
住
ん

で
い
る
所
が
全
て
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
青
年
達
に
広
め
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
庚
瀬
満
泰

同
会
委
員
長
は
語
っ
て
い
る
。

’
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１日券３，０００円
〈うち消擬税90円含む）

両日券昌黙鯛円含織

ﾌ/ｸ霧Eﾐ､＝

鶴．塵祭…■

今
年
も
神
戸
に
ジ
ャ
ズ
が
や
っ
て
く

る
。
す
っ
か
り
如
月
の
神
戸
に
定
着
し

た
〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｔ
〃
も
回
を
重
ね
て
は
や
第
８
回

目
を
迎
え
た
。

神
戸
秋
の
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
今

年
も
如
月
７
．
８
日
の
両
日
に
亘
り
北

野
町
、
山
本
通
、
中
山
手
通
一
帯
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

元
来
、
神
戸
は
日
本
の
ジ
ャ
ズ
発
祥

の
地
で
あ
り
、
我
が
国
最
初
の
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
「
ラ
フ
イ
ン
グ
・
ス
タ
ー
・
ジ
ャ

ズ
・
バ
ン
ド
」
誕
生
帥
周
年
に
あ
た
る

塊
年
に
こ
の
催
し
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

普
通
、
ジ
ャ
ズ
の
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
が
、
神
戸

の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
は
堅
苦
し
い
会
場
よ

り
も
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
聴
く
ジ
ャ
ズ
を
好
む
傾
向

に
あ
る
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
企
画
、

数
カ
所
の
会
場
を
設
け
、
演
奏
者
は
何

カ
所
か
を
か
け
も
ち
し
、
聴
衆
も
好
き

な
会
場
に
ど
こ
で
も
入
れ
る
と
い
う
ユ

ー
ー
ー
ク
な
、
シ
ス
テ
ム
が
大
い
に
う
け

た
。今

年
は
神
戸
外
国
倶
楽
部
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

神
戸
放
送
局
、
レ
ス
ト
ラ
ン
。
ソ
ネ
、

ア
ル
バ
ト
ロ
ス
、
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
、
サ

テ
ン
ド
ー
ル
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ウ

Ｓ

町
じ
ゅ
う
が

ス
イ
ン
グ
す
る
…

吋弓ＢＥⅢ４

〒6 5 0 中央区山本通２丁目８－１５
ローズガーデン１Ｆ
恋0 7 8 - 2 2 2 - 1 2 0 0

丁第８■

７０/ 識･ 劇

〒6 5 0 中央区山本通１－６－２０
恋0 7 8 - 2 2 1 - 0 0 7 5

7 2 0 0 ～7 J ００

118〒6 5 0 中央区山本通２丁目1 3 - 1 1
恋0 7 8 - 2 4 2－2 4 6 9千

クィーンズ・コート タカハシパール サムホール
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叩
４
Ｆ
」

恋0 7 8 - 2 2 1 - 3 1 7 0 四0 7 8 - 2 3 1 - 3 3 0 0

エ
イ
、
異
人
館
倶
楽
部
パ
ー
ト
Ⅱ
、
神

戸
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
、
北
野
異
人
坂
、

Ｙ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
、
フ
ー
リ
ッ
シ
ュ
ハ

ー
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ｕ
会
場
で

正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
ラ
イ
ブ
が
楽

し
め
る
（
両
日
と
も
）
。

つ
け
て
い
れ
ば
各
会
場
に
フ
リ
ー
パ

ス
で
入
れ
る
ワ
ッ
ペ
ン
は
、
１
日
券
３

血C 諺ワ､ ツペシ･ ジャズコシサート
lrZl

( 北野坂） 垂0 7 8 - 2 2 2 - 1 1 4 0 大和プラザ１Ｆ

田
川
、
ボ
ブ
・
マ
ー
フ
ィ
、
キ
ャ
ロ
ル
・

リ
ー
、
ラ
ス
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ブ
ッ

チ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
、
ト
ム
・
シ
ャ
ー
プ

ス
テ
イ
ー
ン
、
マ
イ
ク
・
フ
エ
イ
、
ウ

ォ
ー
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
が
参
加
す
る
。

今
年
も
熱
く
レ
ッ
ッ
ス
イ
ン
グ
。

■
問
い
合
わ
せ
は
神
戸
市
民
文
化
振

興
財
団
３
３
２
１
３
３
２
０
ま
で
。

０
０
０
円
、
両
日
券
５
５
０

０
円
。主

な
出
演
者
は
北
村
英
治

（
８
日
の
み
）
、
秋
満
義
孝
、

尾
田
悟
、
光
井
章
夫
、
原
田

靖
、
清
水
潤
、
沢
田
靖
司
、

五
十
嵐
明
要
（
８
日
の
み
）
、

ペ
ギ
ー
葉
山
、
ド
ー
リ
ー
・

ベ
ー
カ
ー
、
笈
田
敏
夫
、
高

岡
け
い
子
、
与
世
田
澄
子
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
浅
田
、
佐
藤
い

よ
り
、
大
橋
美
加
、
古
谷
充

カ
ル
テ
ッ
ト
、
大
塚
善
章
ト

リ
オ
、
十
川
尚
子
ト
リ
オ
な

ど
。ま

た
ア
メ
リ
カ
よ
り
特
別

出
演
と
し
て
、
チ
ャ
ー
リ
ー

鍵
蕊藷

119
や

木 下真珠ローズガーデンアルバトロス

〒6 5 0 中央区山本通１丁目－７－７〒6 5 0 中央区山本通２丁目８－１５〒6 5 0 中央区中山手通１丁目2 2 - 1 0
（北野坂）垂 0 7 8 - 2 2 2 - 1 1 4 0 大和プラザ１Ｆ

恋 0 7 8 - 2 2 1 - 3 1 7 0 電 0 7 8 - 2 3 1 - 3 3 0 0

〒6 5 0 中央区山本通１丁目－７－７１〒6 5 0 中央区山本通２丁目８－１５１〒6 5 0 中央区中山手通１丁目2 2 - 1 0

ローズガーデン木下真珠 アルバトロス
＆
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ゾウの動物園史' 2 １回

六年目のめぐり逢い
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ダ
ル
乗
り
、
ラ
ン
グ
イ
渡
り
、
ラ
ッ
パ
吹
き
、
児
童
を

背
に
の
せ
る
。
公
明
選
挙
啓
発
に
も
市
内
を
歩
い
た
人
気

者
の
ゾ
ウ
摩
耶
子
の
死
亡
で
、
ゾ
ウ
舎
の
一
室
が
空
部
屋

に
な
っ
て
い
た
そ
こ
へ
、
オ
ス
ゾ
ウ
太
郎
の
導
入
が
決
っ

た
の
で
あ
る
。

【
荒
々
し
い
オ
ス
ゾ
ウ
導
入
】

一
九
五
六
、
十
二
月
二
六
日
（
開
園
六
年
目
）
オ
ス
ゾ
ウ

が
や
っ
て
き
た
。
当
時
も
現
在
も
オ
ス
ゾ
ウ
の
飼
育
は
危

い
。
狭
い
ゾ
ウ
舎
で
の
飼
育
は
避
け
た
方
が
よ
い
と
さ
れ

て
き
た
。
到
着
し
た
オ
ス
の
太
郎
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
子

ゾ
ウ
か
ら
若
者
ゾ
ウ
と
成
長
に
し
た
が
っ
て
狭
い
岡
山
池

田
動
物
園
で
は
、
問
題
が
起
っ
て
き
た
。

命
令
を
無
視
、
暴
走
し
た
ゾ
ウ
か
ら
身
を
か
わ
す
距
離

が
な
い
。
ク
サ
リ
を
は
ず
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
下
だ

っ
た
。
反
抗
的
な
太
郎
を
叱
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
濫
め
よ
う

と
し
て
き
た
、
そ
の
キ
ー
パ
ー
を
太
郎
は
突
然
襲
っ
た
。

己
大
な
キ
バ
で
胸
を
突
き
刺
し
重
体
と
な
っ
て
入
院
す
る

と
い
う
人
身
事
故
を
起
し
た
の
だ
。

到
着
し
た
太
郎
は
旭
才
。
体
重
三
・
五
ト
ン
、
一
米
の

キ
バ
を
も
ち
、
ガ
ッ
ン
、
ガ
ッ
ン
ノ

「
や
は
り
荒
い
や
つ
だ
／
」

岡
山
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
た
が
頑
強
な
鉄
濫

の
中
で
暴
れ
て
い
た
。

今
な
ら
グ
レ
ー
ン
カ
ー
が
あ
る
が
、
当
時
は
全
て
人
力

作
業
で
あ
っ
た
。
電
柱
や
角
材
で
歩
み
板
を
渡
す
作
業
に

一
時
間
。

い
よ
い
よ
ゾ
ウ
を
降
す
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
山
か
ら
付

添
っ
て
き
た
飼
育
長
も
池
田
隆
政
氏
（
園
長
）
も
我
々
も

緊
張
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

「
歩
け
〃
」
私
も
手
カ
ギ
を
用
意
し
て
い
た
が
、
太
郎
へ

の
サ
イ
ン
「
歩
け
／
」
は
岡
山
の
飼
育
長
が
命
じ
た
。

「
ヨ
ー
シ
、
ヨ
ー
シ
、
ソ
ー
ロ
、
ソ
ー
ロ
」

鉄
の
扉
を
開
け
、
足
首
の
ク
サ
リ
を
引
き
ず
ら
せ
た
ま

ま
歩
か
せ
始
め
た
。

あ
れ
、
太
郎
は
後
ろ
向
き
で
は
な
い
か
、
バ
ッ
ク
す
る

よ
う
に
尻
か
ら
一
歩
踏
み
だ
し
た
ら
、
ま
た
ぞ
ろ
艦
へ
戻

っ
て
し
ま
っ
た
。
太
郎
も
不
安
そ
う
だ
。

「
稲
わ
ら
を
敷
い
て
や
れ
／
●
」

松
村
副
園
長
の
声
が
と
ん
で
き
た
。

用
意
の
稲
わ
ら
を
丸
太
作
り
の
ス
ロ
ー
プ
に
ど
っ
さ
り

敷
い
た
。
つ
ま
り
滑
り
止
め
な
の
だ
。

や
は
り
太
郎
は
足
元
を
確
認
し
な
が
ら
、
一
歩
出
て

は
、
ま
た
戻
り
、
．
そ
し
て
再
び
後
ろ
向
き
に
一
歩
一
歩
踏

み
だ
し
て
き
た
。

よ
う
や
く
の
こ
と
ジ
ャ
ラ
ン
、
ジ
ャ
ラ
ン
。
太
い
ク
サ

リ
を
引
き
ず
り
後
ろ
向
き
に
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
、
や
っ
と
の

こ
と
降
り
て
く
れ
た
。
皆
、
ホ
ッ
ト
し
た
が
…
。

【
後
ろ
向
き
に
諏
訪
子
と
感
激
の
再
会
】

こ
こ
で
落
着
か
せ
る
よ
り
諺
そ
の
ま
ま
後
ろ
向
き
に
歩

か
せ
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
岡
山
の
飼
育
長
も
私
も
瞬
時

に
判
断
し
た
。
と
ま
り
か
け
た
太
郎
に
「
歩
け
／
」
の
サ

イ
ン
を
送
り
続
け
た
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
。
後
ろ
を
見
つ

め
な
が
ら
太
郎
は
ク
サ
リ
を
引
っ
ぱ
る
我
々
を
、
ソ
ロ

リ
、
ソ
ロ
リ
、
つ
い
て
歩
く
。

い
よ
い
よ
ゾ
ウ
舎
へ
の
門
柱
を
く
ぐ
る
一
瞬
、
ガ
チ
ー

ン
。
足
元
の
ク
サ
リ
を
鉄
柱
に
ぶ
つ
け
た
太
郎
が
、
突
然

１
１２１
１ や

一
九
五
○
、
三
月
二
四
日
神
戸
博
会
場
へ
メ
ス
ゾ
ウ
到
着
、
〔
摩

耶
子
〕
と
名
命
８
才

一
九
五
○
、
九
月
二
八
日
二
頭
め
の
メ
ス
ゾ
ウ
諏
訪
山
へ
到
着
、

〔
諏
訪
子
〕
と
名
命
７
才

一
九
五
一
、
三
月
二
○
日
、
現
王
子
動
物
園
開
園

一
九
五
六
、
八
月
二
三
日
、
摩
耶
子
、
肺
結
核
で
死
亡
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識

三人で淋しかった諏訪子

ｆ
ｉ
§

と
ま
っ
た
。

ド
キ
リ
〃

「
太
郎
／
歩
け
／
ソ
ー
ロ
、
ソ
ー
ロ
」

飼
育
長
の
顔
は
ま
っ
青
で
あ
る
。

も
し
門
柱
を
く
ぐ
ら
な
い
場
合
、
太
郎
は
後
ろ
向
き
、

尻
の
方
か
ら
入
り
か
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
前

へ
突
っ
走
れ
ば
、
万
事
休
す
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
シ
ュ
ー
、
シ
ュ
ー
、
室
内
の
諏
訪
子
が
強
い

鼻
イ
キ
を
吹
い
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
太
郎
は
、
そ
の
鼻
イ
キ
に
反
応
し
た

で
は
な
い
か
。
い
と
も
簡
単
に
門
柱
を
く
ぐ
り
、
運
動
場

へ
入
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

〃
よ
か
っ
た
〃
誰
も
が
胸
を
撫
で
降
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
だ
が
ま
だ
次
の
作
業
が
残
っ
て
い
る
。
「
亀
井

君
、
室
内
で
諏
訪
子
と
面
会
さ
せ
た
方
が
良
い
ぞ
〃
．
」

副
園
長
の
指
示
通
り
室
内
へ
の
扉
を
開
け
る
と
、
太
郎

と
諏
訪
子
の
視
線
が
会
っ
た
の
だ
。

太
郎
は
室
内
に
い
た
諏
訪
子
に
駈
け
る
よ
う
に
近
づ

き
、
ガ
ッ
ー
ン
、
仕
切
柵
を
挟
み
な
が
ら
、
鼻
を
か
ら
ま

せ
、
異
様
な
鼻
イ
キ
を
吹
き
な
が
ら
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
、

キ
ュ
ッ
…
…
諏
訪
子
も
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
暫
く
離
れ

な
か
っ
た
。
私
は
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
っ
た
、
互
い
に
単

身
生
活
が
淋
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

無
事
に
作
業
を
終
え
た
我
々
皆
も
ほ
ん
と
う
に
喜
び
あ

っ
た
。
そ
の
喜
び
の
諏
訪
子
と
太
郎
は
、
タ
イ
か
ら
同
じ

船
で
前
回
記
述
の
一
九
四
九
、
九
、
二
十
八
、
神
戸
港
に

輸
入
さ
れ
、
諏
訪
子
は
神
戸
に
、
太
郎
は
別
府
ケ
ー
ブ
ル

楽
天
地
へ
、
そ
し
て
岡
山
池
田
動
物
園
へ
転
売
さ
れ
、
そ

し
て
事
故
。
処
分
の
運
命
か
ら
来
日
六
年
目
、
故
郷
を
同

じ
く
し
た
諏
訪
子
と
太
郎
二
頭
の
ゾ
ウ
が
再
び
め
ぐ
り
逢

っ
た
の
で
あ
る
。

「
タ
ロ
ー
よ
か
っ
た
な
あ
／
」

み

鍵鋳;鱗;｛
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鶴：

元気いっぱいの太郎（右）
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